
5
年
3
月
末
、
ホ
ッ
パ
ー
ス

ケ
ー
ル
で
2
0
2
6
年
3
月

末
と
な
っ
て
い
る
。
▽
こ
れ

ら
の
新
制
度
に
対
応
し
て
、

計
量
士
は
、
制
度
改
正
の
内

容
を
理
解
し
て
ど
の
よ
う
な

日
常
管
理
を
し
て
い
け
ば
よ

い
か
、
具
体
的
な
事
例
を
紹

介
す
る
。

　

大
会
テ
ー
マ
は
、「
新
し
い

計
量
制
度
へ
の
取
り
組
み
の

状
況
と
課
題
Ⅱ
」。

　

計
量
士
が
計
量
現
場
に
お

い
て
、
計
量
法
政
省
令
改
正

へ
の
対
応
を
進
め
る
な
か
、

計
量
シ
ス
テ
ム
が
非
自
動
、

自
動
化
を
問
わ
ず
、
日
々
、

遭
遇
す
る
実
務
の
課
題
を
長

年
の
経
験
を
礎
に
、
常
に
改

善
し
な
が
ら
業
務
に
携
わ
っ

て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
食

品
製
造
企
業
2
社
か
ら
発
表

す
る
。
そ
の
後
、
参
加
者
と

の
意
見
交
換
を
実
施
す
る
。

　

意
見
交
換
で
得
ら
れ
た
成

果
は
、
関
係
機
関
等
へ
力
強

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
等
、
将
来

に
向
け
、
計
量
士
を
取
り
巻

く
諸
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
、
一
緒
に
考
え

て
い
く
。

■
最
新
情
報
の
提
供
と
情
報

交
換
の
場

　

全
国
計
量
士
大
会
は
、
同

会
計
量
士
部
会
の
企
画
立
案

の
も
と
、
計
量
制
度
の
変
化

や
技
術
革
新
に
関
わ
る
最
新

情
報
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
参
加
者
相
互
の
情
報
交

換
の
場
を
設
け
、
計
量
士
の

職
域
拡
大
と
力
量
の
向
上
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
て
い
る
。
今
年
で

　

回
目
。

18■
大
会
へ
の
意
見
募
集
し
た

　

1
月　

日
ま
で
、
大
会
の

31

講
演
概
要
を
参
考
に
意
見
・

要
望
を
募
集
し
た
。
寄
せ
ら

れ
た
意
見
は
事
務
局
で
集
約

し
、
大
会
運
営
や
今
後
の
資

料
と
し
て
活
用
す
る
。

■
開
催
概
要

【
日
時
】
2
月　

日　

、　

28

（金）

13

時　

分
～　

時　

分

30

18

30

【
会
場
】
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
東
京
ベ
イ

（
〒
1
0
5−

8
5
7
6
、

東
京
都
港
区
海
岸
1−

　

−16

2
、
電
話
0
3−

5
4
0
4

−

2
2
2
2
）

【
参
加
費
】
同
会
正
会
員
所

属
計
量
士
6
0
0
0
円
、
上

記
以
外
1
万
円

【
募
集
人
員
】
2
0
0
名

【
申
込
方
法
・
締
切
】
2
月

　

日　

、
電
子
メ
ー
ル
、
F

10

（月）

A
X
等
で
申
込

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

同
会
推
進
部
＝
〒
1
6
2−

0
8
3
7
、
東
京
都
新
宿
区

納
戸
町　

−

1
、
電
話
0
3

25

−

3
2
6
8−

4
9
2
5
、

F
A
X
0
3−

3
2
6
8−

2
5
5
3
、電
子
メ
ー
ルk

b

＠
n
ik
k
eish
in
.or.jp

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
大
会
】
◇
主
催
者
あ
い
さ

つ
：
鍋
島
孝
敏
（
日
本
計
量

振
興
協
会
会
長
）
◇
来
賓
あ

い
さ
つ
：
阿
部
一
貴
（
経
済

産
業
省
計
量
行
政
室
長
）
◇

状
況
報
告
＝
一
般
社
団
法
人

日
本
計
量
振
興
協
会
の
計
量

士
関
係
事
業
の
取
り
組
み
状

況
：
河
住
春
樹（
専
務
理
事
）

◇
意
見
交
換
＝
▽
メ
イ
ン

テ
ー
マ
「
新
し
い
計
量
制
度

へ
の
取
り
組
み
の
状
況
と
課

題
Ⅱ
」
▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
：
堀
田
圭
一
（
計
量
計
測

技
術
セ
ン
タ
ー
、
計
量
士
部

会
委
員
）
▽
発
表
①
（
食
料

品
）
適
正
計
量
管
理
事
業
所

の
計
量
管
理
と
自
動
は
か
り

対
応
の
課
題
：
廣
田
怜
（
千

葉
県
計
量
協
会
、
ヤ
マ
サ
醤

油
品
質
保
証
部
、
計
量
士
）

②
自
動
は
か
り
の
制
度
改
正

と
計
量
管
理
の
今
後
の
課

題
：
奥
村
元
（
神
奈
川
県
計

量
士
会
、
日
本
製
粉
生
産
技

術
本
部
、計
量
士
）▽
フ
リ
ー

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
懇
親
会
】　

時
～　

時　

17

18

30

分■
発
表
の
概
要

①
（
食
料
品
）
適
正
計
量
管

理
事
業
所
の
計
量
管
理
と
自

動
は
か
り
対
応
の
課
題
：
▽

適
正
計
量
管
理
事
業
所
の
計

量
器
管
理
は
、
非
自
動
は
か

り
だ
け
で
な
く
、
圧
力
計
、

温
度
計
、
密
度
計
、
流
量
計

な
ど
多
種
多
様
な
管
理
が
必

要
と
な
る
。
こ
れ
ら
計
量
器

の
日
常
管
理
、
校
正
な
ど
社

内
に
お
け
る
計
量
管
理
の
方

法
と
社
内
研
修
等
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て

い
る
か
紹
介
す
る
。
▽
加
え

て
、
こ
れ
か
ら
の
計
量
器
管

理
と
し
て
計
量
法
政
省
令
改

正
に
と
も
な
う
自
動
は
か
り

の
管
理
も
必
要
と
な
る
。
現

状
、
わ
れ
わ
れ
が
お
こ
な
っ

て
い
る
対
応
に
つ
い
て
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
管

理
方
法
と
J
I
S
法
と
を
比

べ
、
今
後
の
適
正
計
量
管
理

事
業
所
と
し
て
の
自
動
は
か

り
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
の

課
題
と
そ
の
対
応
策
に
つ
い

て
発
表
す
る
。

②
自
動
は
か
り
の
制
度
改
正

と
計
量
管
理
の
今
後
の
課

題
：
▽
計
量
法
政
省
令
改
正

に
と
も
な
う
検
定
の
技
術
基

準
は
、
自
動
捕
捉
式
は
か
り

の
J
I
S  
B  
7
6
0
7
は

2
0
1
8
年
8
月
に
、
ホ
ッ

パ
ー
ス
ケ
ー
ル
の
J
I
S  

B  
7
6
0
3
は
2
0
1
9

年
8
月
に
改
正
さ
れ
た
。
円

滑
な
運
用
の
た
め
更
な
る
J

I
S
改
正
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
既
存
の
自
動
は
か

り
の
検
定
猶
予
期
間
は
、
自

動
捕
捉
式
は
か
り
で
2
0
2

全
国
計
量
士
大
会
、
訃
報
（
石
田
隆
一
氏
） 

①
面

計
量
関
連
機
関
年
頭
あ
い
さ
つ 

②
③
④
面

計
工
連
新
年
賀
詞
交
歓
会
、
日
本
電
気
計
測
器
工
業
会
年
賀
交
歓
会 
⑤
面

N
M
S
研
究
会
座
談
会　
 

⑥
⑦
面

（3）

メ
ー
ト
ル
法
の
起
源　
 

⑧
⑨
面

（3）

寄
稿
（
中
村
邦
光
・
安
齋
正
一
） 

⑩
面

社
説
、　

N
M
I
J
成
果
発
表
会 

⑪
面

環
境
セ
ミ
ナ
ー
、
経
営
ア
ン
ケ
ー
ト　

、
寄
稿
（
岡
和
雄
） 

⑫
面

（2）
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第　

回
全
国
計
量
士
大
会

182
月　

日　

、ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
東
京
ベ
イ
で

28

（金）

「
新
し
い
計
量
制
度
への
取
り
組
み
の
状
況
と
課
題
Ⅱ
」テ
ー
マ
に

　

日
本
計
量
振
興
協
会
（
日
計
振
）
は
「
第　

回
全
国
計

18

量
士
大
会
」
を
、
2
月　

日　

、
東
京
都
港
区
の
ホ
テ
ル

28

（金）

イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
東
京
ベ
イ
で
開
催
す
る
。
今

回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
新
し
い
計
量
制
度
へ
の
取
り
組

み
の
状
況
と
課
題
Ⅱ
」。計
量
管
理
推
進
に
関
連
す
る
2
つ

の
発
表
が
あ
る
。

計
量
管
理
を
推
進
す
る
2
つ
の

発
表

石
田
隆
一
氏

　

計
量
機
器
メ
ー
カ
ー
大
手

の
イ
シ
ダ
の
名
誉
会
長
で
あ

る
石
田
隆
一
氏
が
、
2
0
2

0
年
1
月　

日
、
病
気
の
た

18

め
死
去
し
た
。　

歳
。
京
都

84

市
左
京
区
出
身
。

　

葬
儀
は
近
親
者
の
み
で
執

り
お
こ
な
っ
た
。
喪
主
は
長

男
の
石
田
隆
英
氏
（
イ
シ
ダ

代
表
取
締
役
社
長
）。

　

イ
シ
ダ
は
、
2
0
2
0
年

3
月
6
日
、
国
立
京
都
国
際

会
館
（
京
都
市
左
京
区
岩
倉

大
鷺
町
4
2
2
）
で
「
お
別

れ
の
会
」
を
開
く
。

　

石
田
隆
一
氏
は
、
1
9
6

0
年
（
昭
和　

年
）
2
月
株

35

式
会
社
石
田
衡
器
製
作
所

（
現
株
式
会
社
イ
シ
ダ
）
入

社
、
1
9
6
4
年
（
昭
和　
39

年
）5
月
同
社
取
締
役
就
任
、

1
9
6
7
年
（
昭
和　

年
）

42

5
月
同
社
常
務
取
締
役
就

任
、
1
9
6
7
年
（
昭
和　
42

年
）　

月
同
社
代
表
取
締
役

12

社
長
就
任
、2
0
1
0
年（
平

成　

年
）
5
月
同
社
取
締
役

22
会
長
就
任
、2
0
1
4
年（
平

成　

年
）
5
月
同
社
名
誉
会

26
長
就
任
。

　

イ
シ
ダ
の
4
代
目
社
長
と

し
て
計
量
器
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
推
進
し
、
1
9
6
9
年
に

は
業
界
初
の
電
子
計
算
ハ
カ

リ
「
デ
ジ
タ
ル　

」
を
発
売
。

75

1
9
7
2
年
に
は
一
つ
一
つ

の
質
量
が
異
な
る
野
菜
や
菓

子
な
ど
を
計
量
し
て
自
動
で

袋
詰
め
す
る
「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ス
ケ
ー
ル
」
を
開
発
。

1
9
7
7
年
に
は
、
日
本
初

の
ロ
ー
ド
セ
ル
商
業
ハ
カ
リ

を
開
発
す
る
な
ど
事
業
を
拡

大
。
海
外
進
出
に
も
力
を
注

ぎ
、
物
流
分
野
や
P
O
S
市

場
に
も
参
入
し
て
、
イ
シ
ダ

を
計
量
包
装
機
器
の
世
界
的

な
総
合
メ
ー
カ
ー
に
成
長
さ

せ
た
。

　

2
0
0
9
年
に
旭
日
中
綬

章
を
受
章
。
京
都
府
公
安
委

員
長
、
京
都
経
済
同
友
会
代

表
幹
事
な
ど
を
歴
任
し
た
。

計
量
業
界
の
発
展
に
も
貢
献

し
、
日
本
包
装
機
械
工
業
会

会
長
を
務
め
た
。

　
『
日
本
計
量
新
報
』の
ト
ッ

プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
度
々

登
場
し
、「
三
方
良
し
」
の
企

業
理
念
、「
世
の
適
社
・
適
者
」

を
掲
げ
た
経
営
の
推
進
を
説

い
た
。

　

3
2
7
3
・
3
2
7
4

号
を
合
併
号
と
し
、
2
月

2
日
付
で
発
行
し
ま
す
。


